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勉強会へのエントリーはこちらから！→

1月勉強会 「露地栽培お役立ち情報」
1.日時
1月22日(水)   13：00～ @三木本社
1月23日(木)   13：00～ @観音寺営業所
2.勉強会内容
薬剤の効果を高める展着剤選び
展着剤は用途に合わせ選択することにより薬剤の効果を高めら
れます。今回、展着剤の種類、選び方などを説明します。
抵抗性雑草対策と効果的な雑草防除
昨今、薬剤抵抗性を持つ雑草が増えつつあります。そのような雑
草の見分け方、効果的な除草についてご説明します。
冬場の環境ストレス（低温, 凍霜害）対策
低温, 凍霜害など様々な環境ストレスを軽減し、植物本来の抵抗
力、免疫力を向上させるﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ資材を紹介します。

いちごの灰色かび病の防除 灰色かび病とは糸状菌によって引き起こされます。灰色かび病は20度前後の気温・室温時に発生しますが、秋から暖房機で加温して栽
培する場合は真冬でも発生します。ビニールハウスを二重, 三重にして温かい空気を締め切っているため空気の移動が減って病気の菌密度が高くなるためです。
被害の様子: 病原菌は，被害組織中で菌糸の形や胞子で越年し、病斑上に形成された胞子が飛散して広がります。 本病菌は、胞子から生じた発芽管が連結して分生胞子
複合体を作り、傷口や枯死した部分から 侵入して発病します。 枯死した花弁や雌しべの柱頭に寄生し、果肉に広がります。
発生時期・発生条件: 20℃前後で多湿が続く時に激発しやすく、12~4月頃にかけての温室やハウス栽培に発生が多くなります。 密植しすぎたり、軟弱な成長となったり、
過繁茂になると発生しやすくなります。また、 朝夕の急激な冷え込みは、本病の発生を著しく助長します。病原菌は作物の組織内に寄生し越冬するため、伝染源は目に見え
ません。菌核は土の中で越年することができ、翌年の伝染源となります。
 防除のポイント: 防除対策としては、換気を行い多湿にならないようにします。マルチを行い、土
壌からの病菌の伝染 を防ぎます。 発病果、発病葉は速やかに取り除き、発病前から、薬剤散布を
行い予防します。 薬剤は7日に1回くらいの割合で散布します。 同一系統の薬剤を連用せずに、他
系統の薬剤とローテーションを行って下さい。

※ 灰かび病は過湿になると被害を助長するので、薬剤散布後にハウスの換気をしてく
ださい、出来ない場合はくん煙剤や常温煙霧などを使用しましょう。 同じ系統剤を連
用すると耐性菌の発生を助長するので、ローテーション防除を してください。 

オススメ薬剤一覧 



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除チームに入り副収入確保も

※注：学科オンライン教習…新規・更新とも学科教習について、ご自宅や職場でパソコン受講
(e-Learning)ができます。 

学科オンライン教習がスタート

DJI農業用ドローン教習キャベツ、たまねぎ 
べと病 登録拡大

効果を高めるにはサーファクタ
ント30を加用ください

＋

春生えの一年生広葉雑草に効く！



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

病害防除剤

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等でも使える

※本サービスは作業請負であり、効果を保証するものではございません。
※使用薬剤は無人航空機で登録のある薬剤から選択します。
※航空法による規制、圃場条件等によりお受けできない場合もあります。

柑橘園の殺虫／殺菌剤散布

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰの殺虫剤散布ハウスの遮光剤散布

実績のある作物・病害虫）
・水稲本田防除・除草剤散布
・麦の赤かび病防除
・大豆の殺虫・殺菌防除
・ハウスの遮光剤散布
・肥料散布
・柑橘園の防除（殺虫・殺菌）
・露地野菜の殺虫・殺菌防除
 （ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ, ｷｬﾍﾞﾂ, ｽｲｰﾄｺｰﾝ他）

柑橘防除お任せﾊﾟｯｸもｽﾀｰﾄしました！

業務用米栽培のススメ
当社はゼンショーの委託栽培米サポーターとして業務用米栽培に取り組む
生産者を応援しています。麦作後に栽培可能で、食味は「コシヒカリ」に近い
と言われる国産の専用品種で栽培頂きます。
業務用米の需要
中食・外食等の業務用米の需要は今後も堅調な推移が期待される一方、現
状は家庭内食向け需要である高価格帯銘柄の作付比率が高く需要と生産
のミスマッチが起きています。需要が増えている業務用米の作付比率を増や
すことで、新規需要の拡大を見込むことが可能です。
収量で収益増加
業務用米は比較的安価で取引されますが、収量でカバーできるためうまく活
用できれば同等かそれ以上の収益を得ることが可能。また、中食・外食産業
と複数年での契約栽培ができればさらに安定した収益を確保することが可
能になります。業務用米生産に興味がある生産者の方は当社までご相談く
ださい。

ドローン請負防除 当社では生産者の方々を防除作業という重労働を減
らすためにドローンを使った散布代行業務の対象領域を年々広げています。
対象作物や対象の病害虫、料金等については当社にご相談ください。



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

喜多社長のフィロソフィ日記「六つの精進」 新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。2020年6月から毎月続けているフ
ィロソフィ日記ですが「ネタ切れの恐怖」と「締め切り」に追われながらも4年半継続することが出来ました。半年後には5年の節目を迎えますが5年, 6年
継続できるよう精進していきます。
2024年年初に「従業員の年収アップ」と「内部留保増」に取り組むと宣言、12月の冬季賞与を0.5ヶ月増で支給することができ年初の宣言を少し実行す
ることが出来た。従業員一人ひとりが真摯に仕事に向き合ってくれたことでこのような結果に繋がったのだと思う。賞与支給日に従業員たちから感謝の
言葉があり経営者冥利に尽きる時間であった。今後、更なる従業員の年収アップを目指し月々のベースアップと賞与増を実現出来るよう邁進していこう
と強く思った。

さて、2024年が終わり新しい一年がスタ
ートした。事業環境も色々変わりつつあり
不安に感じることもある。ただ、漠然と不安
を抱えていても物事は何も好転していかな
い。故稲盛和夫氏も「六つの精進」で解決し
ない「感性的な悩み」をする暇があるのであ
ればその時間を「誰にも負けない努力」に
振り向けろとも言っている。「日本一の農業
経営支援集団になる」という高みを目指し
チャレンジしていく一年にしようと思う。

新登場

忘年会大掃除社内木鶏会


